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ＥＭＣ事業主題	
 

「ビジョンを持とう。楽しいクラブに人は集まる！」	
 
	
 

日頃よりワイズダム発展のためにご尽力をいただき感謝申し上

げます。また、ＥＭＣ事業にご理解をいただき、まことにありが

とうございます。	
 

ＥＭＣ事業通信ＶＯＬ１をお届けします。	
 

	
 

例会でのＥＭＣアワー開催	
 
7月 9日（火）	
 	
 滋賀蒲生野クラブ	
 キックオフ例会ＥＭＣアワーにて卓話	
 

	
 

滋賀蒲生野クラブのキックオフ例会で

はＥＭＣアワーがおこなわれて、卓話の

機会を得ました。アットホームな雰囲気

の中にも規律ある例会を運営されてい

ます。今期の会長主題は「ワイズ活動を

通じて新たな学びを」、まさにＥＭＣそ

のものです。また、びわこ部にはＥＭＣ

のための「200 推進チーム」が結成され

ており、推進チームからのメンバー増強

のアピールもあり、キックオフにふさわ

しい企画となりました。	
 

	
 

各部でのＥＭＣ研修会開催	
 
７月 13 日（土）	
 六甲部ＥＭＣ研修会（評議会に併催）	
 

場所	
 神戸大学	
 海事科学研究科	
 

	
 

六甲部では評議会にＥＭＣ研修会が併催

されました。六甲部小野ＥＭＣ事業主査

のスピーチでは、メンバー数の過去から

の推移を分析され、会員増強の必要性を

唱えられました。六甲部の各クラブは着

実にメンバー管理をおこなわれており、

10 名以下のクラブが存在しない唯一の部

です。ノンドロップに対する認識が高い

と感じられました。	
 



7 月 21 日（日）	
 九州部ＥＭＣシンポジウム（評議会に併催）	
 

場所	
 熊本中央ＹＭＣＡ	
 

	
 

九州部でも評議会にＥＭＣシンポジウム

が併催されました。九州部の歴史を「過

去・現在・未来」に分けてテーマを明確に

して、それぞれのテーマを深く掘り下げる

充実した内容となりました。そのなかでも

メンバー数が少ないクラブに対して、各ク

ラブや九州部がどれだけサポートできる

のかといった活発な議論が交わされてい

ました。	
 

	
 

	
 

	
 

7 月 26 日（金）	
 京都部ＥＭＣ懇談会	
 

場所	
 めるぱるく京都	
 

	
 

70 名を超えるメンバーが出席され、フェ

イスブックを使ったメンバー増強の手法

や青年会員を 6 名獲得したクラブからの

事例紹介がありました。また各クラブのＥ

ＭＣ方針の報告があり、メンバー獲得の数

値目標を明確にされていました。メンバー

獲得については、クラブ全体の課題と認識

されて取り組まれているクラブが多くあ

り、それぞれが自立しながらも活発な情報

交換がされていると見受けられました。	
 

	
 

	
 

	
 

9 月 23 日（祝）	
 ＥＭＣシンポジウム	
 

場所	
 大阪南ＹＭＣＡ	
 

	
 

「熱き思いを	
 ＥＭＣに！！」とのメイン

タイトルでＥＭＣシンポジウムが開催され

ました。各クラブでのＥＭＣについての取

り組みが報告され情報共有がおこなわれま

した。あわせて林ＥＭＣ主査のリーダシッ

プでＥＭＣ推進チームを各クラブ単位でも

立ち上げていこうという動きをされており、

機会を見て部評議会で推進チームについて

も議論をしていく方向に向かっていただい

ています。	
 

	
 

	
 



ＥＭＣに関する例会への訪問	
 
８月 21 日（火）	
 芦屋クラブ 3名同時入会	
 

	
 	
 	
 入会前オリエンテーションと入会式	
 

	
 

芦屋クラブでは、3名同時入会がありまし

た。西日本区でも一度に 3名の入会となり

ますと例が少ないと思います。本当に心強

いばかりで、日頃の活動が、親睦を中心に

されながら趣味にいそしみ、ワイズ活動を

楽しんでおこなわれているクラブ風土が

あって、それによって、人との繋がりの輪

が拡がってメンバー増強になるのだなと

思いました。また、例会運営も時間厳守で

進められ、司会進行もスムーズでウィット

に富んだトーク、ホテルでの美味しい食事

と、やはりクラブ運営はこれでなくては、

と思えるお手本のような内容でした。	
 

入会前のオリエンテーションも時間をし

っかりかけられ、ＹＭＣＡ誕生の話しから

ワイズの活動に至るまで丁寧に説明され

ていました。特に印象的だったのは、会費

の明細を説明されてクラブ活動にかかる

概算を明示されていたこと、それに予算・

決算書も提示されていたことです。クラブ

運営の明朗さが伝わりました。	
 

	
 

	
 

	
 

ゲスト勧誘型例会への訪問	
 
9月 5日（木）	
 	
 長浜クラブ	
 プラスワン講演例会	
 

	
 	
 	
 北ビワコホテルグラッツェ	
 

	
 

ヒット曲の仕掛け人といわれる徳間ジャ

パンの篠木氏をゲストスピーカーに迎え

てのプラスワン例会が企画されました。

この開催を地方紙にも掲載して広く広報

されたことで、メンバーが誘われたゲス

ト以外にも一般聴講の方々も参加される

など、新たな試みもおこなわれていまし

た。今後のメンバー増強につながる例会

であると共にワイズの認知度アップにも

つながったと思いました。	
 

	
 

	
 

	
 



9 月 11 日（水）	
 京都トップスクラブ	
 フレンドリー例会	
 

	
 	
 	
 ウェスティン都ホテル京都	
 

	
 

ゲストスピーカーに元プロ野球選手であ

り京都キャピタルクラブメンバーの大門

氏を迎えてフレンドリー例会が開催され

ました。メンバーが誘ったゲスト（ワイズ

以外）は総数 29 名。さらに 2 名同時入会

式がおこなわれ、賑やかな中にも引き締ま

った例会となりました。例会後の懇親会も

準備されており、十分な親睦がはかられて

いました。緊張感のあるお手本のような例

会だと感じました。	
 

	
 

	
 

9 月 18 日（水）	
 京都グローバルクラブ	
 100 人例会	
 

	
 	
 	
 リーガロイヤルホテル京都	
 

	
 

出席者が 100 名になる例会を開催してＥ

ＭＣに繋げていこうと実施された 100 人

例会。ラグビー元日本代表の大八木淳史氏

をゲストスピーカーとして開催されまし

た。集まった人数は、軽く 100 名を超えて

127 名の例会となりました。特筆すべきは

ゲスト（ワイズ以外）の人数が 57 名とな

り、メンバー数に近いゲストの方々が参加

されました。今後のメンバー増強につなが

るように気体が持てる例会となりました。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 
ゲスト歓迎型例会やプラスワン例会（部やクラブよって名称は違います）によってワイズを認

知してもらったりメンバー増強につながる事業をおこなわれる際には、ぜひお声がけくださ

い。時間のある限りご訪問させていただきます。 


